




抄録:京 都 市図書館 の分館 で ある東 山図書館 は,地 元が登場 す る文学作品 の リス ト
を作成 した ものの,人 員不足 と低予算 がゆえ に,リ ス トを用 いた文学 まち歩 きを単
独 で企 画 ・開催 す る ことが困難 で あった。 しか し,図 書館が まちづ くりの話 し合 い
の場 に加 わる ことで市民 との チームが生 まれ,ま ちづ くり支援事業 に申請す るこ と
で行 政か ら助成金 が交付 され,公 的 な課題解 決型事業 となった。小 規模図書館 が市
民 ・行政 と協 働 して 当該地域 の まちづ くりに直接関 わ ることは,地 域 に求 め られ る

















　 「図書館 の設置及 び運 営上の望 ま しい基 準」















　基準の項 目に用 いられている 「地域」の範囲に
着 目したい。「地域」をどこで区切 るかによって,
情報拠点 となる 「地域」や課題解決をする 「地域」
の範囲は変わ るか らである。公立図書館 は自治体
ごとに設置 され るため,こ れに合わせて地域 を捉
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えることが一般 的である。ただ し,大 規模 自治体
の場合,1つ の地域 内に複数の図書館が存在す る。
通常は1つ の中央館 と複数の分館で組織される。
　例 えば,東 京都 の場合,区 市町村立図書館362
館中330館(90%)が 分館である。京都府の場合,
市町村立図書館53館 中40館(75%)が 分館であ
る。なお,1区 市町村 につ き1館 の ものはこれに
含めない(東 京:25館,京 都:10館)。1)
　先 に挙げた2012年 の新基準は,各 自治体の公
立図書館の中央館(も しくは中央館機能 を持った
館)の みが満たせば済む問題ではない。分館にお
いても規模に応 じた地域の課題解決 を支援す るサ
ービス体制が必要であると考 える。











隣接する建物の2階 部分に位置 し,延 床面積451
㎡(中 央館の約5分 の1),職 員数6名(中 央館の

























て参画 した。アクシ ョンを起 こす前に問題状況を
整理 し,そ れ らの問題を解決するためのモデルを
設計 ・実行する。 アクシ ョンを起 こした後に得 ら
れた状況変化 を考察 した結果を受け,モ デルを再




3.問 題状 況の整 理
3.1.東 山図 書館
　図書館 の特徴については2.2で 詳 しく述べた。
2011年 度 に作成 した 「京ひが しやま文学散歩」を
べ一スに,2012年 度は収録作品数を前年度の倍の
50冊 に増や した。地域の特性を活か したサービス
は軌道 に乗 り始めた ものの,小 さな分館では リス
トの配布以上のことを日々の業務 に加 えて行 なう
ことは難 しかった。
京都新聞(2012年7月26日)
　折 しも,東 山図書館 は2013年 度 に開館30周 年
を迎えようとしていた。 しか し,そ れ に合わせた
新規事業の予算配分されない ことが決定 してお り,
新規予算な しで も可能な新規事業 を模索 していた。
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上か ら2011年 度,2012年 度,2013年 度の
　 　 　 　「京ひが しや ま文学散歩」
3保 健 ・福祉 ・教育









　2011年 度 に策定された東山区基本計画 「東山 ・
まち ・みらい計画2020」 において,区 独 自のまち
づ くりの推進や課題の解決を図る取 り組みに力を
入れることが掲 げられ,　 「区民提案 ・共汗型 まち
づ くり支援事業予算」が新たに設 けられた。担当
部署の地域力推進室が中心 とな り,2012年 度か ら
のまちづ くり支援事業に向けた準備 を進めた。京
都市か らは,ま ちづ くり事業全般の企画 ・運営の
助言を行ない,区 民の 自主的活動を支援するまち
づ くりア ドバイザーが1名 派遣 された。
　 しか し,新 しいまちづ くり事業を開始するにあ
た り,行 政側には不安要素があった。第1に まち
づ くり活動に関心のある区民が集 まるかどうか,
第2に 区民主体の まちづ くり活動の成果が行政の
掲 げる地域の課題解決 に繋がるか どうかである。













(6)ユ ニバーサルデザインに基づ く公共施設や駅,道 路
などの整備の推進
5　 コミュニティ ・自治


















4.「 図書館 か ら始 め る文学 まち歩 き」の実践
4.1.「 まちづ くりカフ ェ@東 山」 開催
　2012年3月7日 に東山区の まちづ くり活動第1
回目の交流会 「まちづ くりカフェ@東 山」が開催
され,区 内外か ら約60名 が参加 した。本研究の関
係者である,東 山図書館の館長 および副館長,東
山区地域力推進室の職員,ま ちづ くりア ドバイザ
ー,研 究主体の筆者,ま ちづ くりの担い手 となる
区民 らが一・堂に会 したのが この ときである。
　東山図書館は3.1.で 述べた 「京 ひが しや ま文学
散歩」のPRを 行なうために交流会へ参加 した。
筆者 は,自 身の持つ 「図書館か ら始 める街歩 き」
とい う研究テーマで東山区のまちづ くりに組み込
んだ実践研究 を始めたい という目的で交流会に参


















す る事業計画は,東 山区のまちづ くり支援事業助
成金の 「課題解決型事業」に認定 され,2012年 度
は10万 円の交付を受 けた。助成金の使用 内訳 は,
マ ップやチラシ,ま とめ冊子の印刷費である。
4.3.図 書館 チーム 結成
　2012年6月 の第3回 交流会にて,正 式に図書館
チームを立ち上 げ,実 行委員会で取 りまとめた活
動内容 に賛同す る東山区民及 び区外の京都市民が
メンバーに加わった。大学生,教 員,図 書館員,
書店店主,主 婦,ゲ ス トハ ウスオーナー,陶 器屋
店主,イ ラス トレーター,な ど,業 種 も世代 も異
なる約15名 がチームの活動 を支えた。7)
　 まちづ くりア ドバイザー(1名)は チームの打
ち合わせ とイベ ン トに必ず同席 し,活 動の進 め方
についてな どを助言 した。 その他,チ ームの活動
報告をプログ 『まちカフェ東山』か ら発信 して く
れていた。8)地 域力推進室の職員(4名)は チー
ムに加 わらなか ったが,ま ち歩 き本を読んだ り,
イベ ントに参加 した りして活動内容を把握 した。
4.4.ま ち歩 き企画 の設計 ・実行
　チーム結成後,2012年6月 か ら9月 まで に行な
った活動内容 を以下に列挙す る。
6月:東 山図書館 の 「京ひが しや ま文学散歩」をもとに,
まち歩 きに適 した作品を探 して読む。チーム内で本 を紹
介。まち歩 きコースの開発 に向けたアイディア出し。
7月:ま ち歩 き本を 『壷霊』(内 田康夫,角 川書店,2008)
に決定。まち歩 きマップを検討。各 自 『壷霊』を読む。
8月:チ ームで開発 したまち歩きコースを使 って 『壷霊』
ゆか りの場所 を訪ねる。まち歩 きイベン トの開催 日決定。





「図書館か ら始める文学 まち歩 き:内 田康夫 ミス




図 書 館 から始ある
文学まち歩き
第15回 図書館総合展ポスター 「京都東山　図書館から始める文学まち歩き」　 (桂まに子,2013年10月)











2012年 度 「図書館か ら始める文学 まち歩き」宣伝チラシ(Appendix2)よ り
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4.5.ま ち歩 き参加 者 ア ンケ ー トの結果
　2012年 度 「壷霊まち歩き」の参加者は28名 で,
図書館チームからの参加者は14名 であった。事前
に 『壷霊』を読む ことを条件 に申込みを募 ったた
め,参 加者全員が同じ小説を読んでい るのが この
まち歩きの特徴である。
職 業:学 生(6),主 婦(4),会 社員(4),教 員(1),















桂 まに子:市 民 ・行政と共に地域の課題解決に取 り組む小規模図書館
文学 まち歩 きの参加募集方法は,宣 伝チ ラシ
(Appendix2参 照)を 京都市内の図書館19館,
東山区役所,ま ちづ くりカフェ@東 山,京 都女子
大学,京 都ウィングズ,京 都駅観光案内所で配布
し,京 都新聞 に記事 を掲載 した。友人 ・知人のロ
コミによる効果 もあったが,京 都市内の図書館で
チラシを見て申込みをした参加者が10名 と最 も
多かった。 「図書館(東 山以外)」 は,京 都市中
央,下 京,伏 見,久 我の杜,宇 治の5館 である。
文学まち歩きの参加者には,東 山の魅力を発見
/再 発見してほしいというねらいがある。東山区








「図書館か ら始め る文学まち歩 き」 という名称
やアイディア,歩 き方に対 しては以下のような意
見が寄せ られた。参加者 自身が 「参加型のまち歩
き」 と表現 しているように,「 本 とまち」を結び
つけた文学 まち歩きの企画は,ガ イ ドが まちを案


















C.東 山図書館を利用 した ことは?
住 まい:京 都市東山区(5),京 都市東山区外(17),
大阪(2),奈 良(2),滋 賀(1)




















し,文 学 を介 して市民 と共にまち歩 きコースを設
計 し,マ ップを作 り,イベ ントを開催 したことは,
東山区内 ・区外へ と発信 された。2012年 度は,地
元の京都新聞(朝 刊 ・市民版)に2回 取 り上げ ら
れ,9)制 作 したまち歩 きマ ップは2013年 度 より
京都市内の図書館全19館 で配布が始 まった。
　行政連絡会の一員である東山図書館の図書館長
は,定 例会 に出席 して図書館 の新 しい取 り組みを
紹介 し,文 学まち歩 きの告知やチラシの配布 をし
た。 この ような地域のネ ットワークには,図 書館
チームのメンバーが個人で入 り込む ことは難 しい。
館長が図書館 と地域のパイプ役 として積極的かっ
地道に広報活動を行 なうことにより,「本 とまち」

















る活動拠点(ま ちづ くりカフェ@東 山)と 人材(ま
ちづ くりア ドバイザー)を 用意 した。初回の交流
会に約60名 が参加 した ことか らも分か るように,
第1の 懸案事項であった区民参加は一定数集 まる
ことが見込 まれた。2ヶ 月に1回 開催 した交流会
の成果が実を結び,2012年 度は6つ のまちづ くり
チーム(ア ー ト,観 光,婚 活サーポー ト,子 育支
援,図 書館,商 店街)が 誕生 した。1°)
　行政側 の第2の 懸案事項であった地域の課題解
決に結びつ くまちづ くり活動の創 出については,
区の重点取組課題 をあらかじめ明示 し,そ れらに
関わるまちづ くり事業に対 して助成金 による支援
を行なった。その結果,2012年 度 は7件 の課題解
決型新規事業が誕生 した。11)
5.3.新 たな観 光 コ ンテ ンツ 二地 域資料
　課題解決型事業の うち,東 山区の観光課題 を解
決す ることを目指 した 「図書館か ら始める文学ま
ち歩 き」は,文 学 とまちを結びつけた新たな観光
コンテンツ(ま ち歩きコース,ま ち歩きマップ)
を開発 した。 とりわけ,ま ち歩 きマップは、た と




　図書館 ・市民 ・行政の協働 によるマ ップは,京
都市図書館の蔵書 目録 に 「図書館発文学 まち歩 き
マップ 内田康夫 ミステ リー　壷霊を辿 る:浅 見
光彦が歩いた東山」(ま ちづ くりカフェ@東 山 「図
書館か ら始 める街歩 きチーム」,東山図書館,2013,
1　291.621ト11)と して登録されている。また,京
都市右京中央図書館の地域資料 コーナー 「京都百















































(1)　 『日本の図書館:統 計 と名簿2012』 日本図書
　　館協会,2013,P.304,359-370,394-395.
(2)　 『日本の図書館:統 計 と名簿2012』 日本図書
　　館協会,2013,P.194.
(3)筆 者が2007年 に行なった東京 ・文京区にお
　　ける実践研究 「図書館か ら始 める街歩き」の
　　成果 と課題をもとに,モ デルを再設計 した。
　　前回モデルの成果 は,(1)図 書館の地域資料 ・
　　情報の更新,(2)利 用者の地域資料 に対する
　　認識の向上,(3)地 域か ら図書館への資料提
　　供ルー トの確保である。課題 は,地 域 と図書
　　館 との結びつきが弱か った点であった。本研
　　究では,地 域 と図書館の結びつ きを強化 させ
　　て2012年 度モデル とした。






(5)京 都市東 山区役所 区民部 まちづ くり推進課






　　を助成 し,区 民か らの自由提案型事業 には活
　　動資金の2分 の1を 助成 する。
(7)2012年 度 チ ー ム活動 を振 り返 った メ ンバ ー
　　14名 の コメ ン トは,Appendix1を 参照。






図」で追体験:東 山の まちづ くりグループ作
製 祇園や古門前通2時 間 コース」(2013年
2月23日)。
(10)京 都 市東 山 区役 所 「まちづ くりカ フェ@東 山
　　1周 年 記念小 冊子 につ いて」<http:〃www.
　　city.kyoto.lg.jp/higasiyama/page/000014226
　　1.html>(2014年6月18日ア クセ ス)
(11)京 都 市東 山 区役 所 「東 山区 まちづ くり支 援事




(12)糸 賀雅 児 「図書 館 は まちづ くりを支 え る情報
　　拠 点(特 集 生涯学 習 の拠 点"図 書館"の い ま と







現し,す ばらしいマップが出来たことは,図 書館 として非常にありがたいことだと思っています。この取り組
みによって東山の魅力を再発見するとともに,文 学を通して皆様 と交流が出来ました。来年度も多 くの人たち
に東山の魅力を知ってもらい,交 流の輪が広がる取 り組みにしたいと思います。(京都市東山図書館館長)
　図書館の職員 という立場では,願 ってもない取組み ということで参加 させていただきました。 しか し,仕 事
を超えて個人的に大変おもしろく,図 書館も,今 後 こういった取組をプロデュース出来 る能力 と余裕を持てな
いものか と考えさせ られました。「図書館から始める文学まち歩き」をこれからも続 けていけたら街あるきの参
加を楽 しみにして下さる方が増えると確信しています。(京都市東山図書館副館長)
　図書館 と文学 と東山を融合させた 「図書館から始 める文学まち歩き」は新感覚のまちづ くりです。チームー
丸 となって知恵を出し合い,手 足を動か し,汗 を流 したおかげで,東 山の新 しい地域資料 となる 「壺霊マップ」
を作 ることができました。読書 とまち歩きを楽 しみながら活動をしているうちに,メ ンバー自身が東山通にな
れたのも大きな収穫です。「まちを知る」というまちづ くりの基本を自然に体感できる点が この活動の最大の
特徴でと実感 した一年で した。(京都女子大学教員)
　 このチームは,職 はもちろん、や りたい事もそれぞれ違う事をお持ちの人たちが,リ ーダーの魅力 と,テ ー
マのユニークさに惹かれて集まって発足 したのですが それがかえって良かったようです。プロジェク トの骨
格が早い段階で明確 ・具体化 していたおかげで,皆 さん削思い思いに出す自由なアイディアを上手 く取 り込め
て,ま た皆さんの持ち味や立ち位置を上手 く生か した多面的な協力関係を育めた事が成功の要因だ と思います。
2013年 度は,前 年度の 「交流」の成果を発展させて,「観光」「地域力」で成果を出せ るところまで持っていけ
ればと思っています。(東 山区 ・和風堂書店店主)
東山が大好きで,東 山の魅力を一人でも多 くの方に広めたい一心でこのチームに参加 して早一年。一冊の本
を通 じて東山のスポットを巡るマップの作成からイベントの企画まで,探 求すればするほど,今 まで気づかな
かった東山の魅力を再発見することがで きました。そして,一 ・番の発見は,初 対面のメンバーがそれぞれの立




　生まれ育った東山区には地域の魅力というものがあるのか?あ るならば それは何だ?地 域の魅力は観光社
寺や施設だけではなく,市民の生活美学と文化 ・芸術が根っこになければ …　 などと考えつつ,一篇 の小説
を通じて東山の魅力を探 り,新たに知る機会になった。来年度も続いて文学や芸術に現された東山や鴨川の魅
力を探 り,ささやかな旅を通じてそれを感じていきたい。(東山区 ・男性)
　 「東山が好き」を合言葉に集 まったメンバーで活動できた一・年。やはり東山には人 と人の 「ふれあい」や 「つ
なが り」の温 もりが似合 うというのが一番の発見でした。すべてのご縁に感謝です。(東 山区 ・女性)
　景観や京町家のこと話せ る人 との出会いを求めて参加 した 「まちづ くりカフェ@東 山」です。東山への考え
方は色々な見方があるのだと気付かされました。チームで同じ本を読んで一緒 に舞台となった町を歩き,本 の
イメージの風景を見つけられた り,感 想を話 したり楽 しめました。本文には違和感のある京都の描写があり,
そう感 じるのは京都人なんだろうな と考える機会 となりました。(東 山区 ・町家ゲス トハウスオーナー)
　 「まちづ くりカフェ@東 山」での図書館から始める街歩きチームの活動はテーマとする書籍の選定か らメン
バーでのコース選定,試 し歩き,地 図作 りと出来あがってい く段階で地域に暮 らしてきたメンバーか ら子 ども
のころの思い出を聞 く機会があった り,文 化的な知見を聞きながら地図を工夫 した り,回 を重ねてブラッシュ
アップして1つ の活動が形になり楽 しい活動になりました。(右京区 ・女性)
今回まち歩きマップの絵を担当させていただき,東 山でなじみのある風景の中でも,意 識的にある地点に視
点を置いて,じ っ くり向き合ってみると,そ こからまた改めてモノや人の日常の ドラマが感 じられ るように思
いました。また、一冊の本を軸にみんなでアイディアを出し合い,ま ち歩 きイベントを立ち上げていった,の
図書館チームの活動そのものが 「楽しい学び」だったように感じます。(イ ラス トレーター)
　図書館か ら始める文学まちあるきチームに参加 し,実 際に東山の魅力を伝えることが出来たことで,憧 れで
あった京都のまちの一員 となれた気が して とても嬉 しかったです。まちづ くりカフェに参加するなかで,さ ら
に東山が好きになりました。東山は,人 々を惹きつける魅力が備わっている地域であるので,今 後 も東山の魅
力を引き出していけるように,取 り組みに継続 して参加 していきたい と考えています。(学生)
　 「学生生活で持てあましがちな時間を有意義なことに使いたい」 と思い参加 しました。最初は、学生が協力
できることなんて微々たるものだろうと思っていましたが 企画を通 じて、 自分の思っている以上に若い力が
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京都の大学に通 う学生 として参加させていただきました。本 に実際に登場する場所や,お そらくここではな
いだろうか,と いう予想をしなが らのまち歩きは,読 書する習慣のなかった私にとって,刺 激的な経験 となり
ました。また,学 生生活ではなかなか触れ合う機会のない 「地域」の方々と接点をもてたというのも良い経験
でした。学生の街 ・京都であ りなが ら,そ ういった繋が りが希薄である現状が変わっていけばいい と思います。
(学生)
　1年 間お疲れさまでした。1冊 の本を介 して,さ まざまな人 と人 もの とものをつなげてい く作業は楽 しか
ったです孤 まちカフェの中でのチーム作 りもそうですが イベントの企画やマップの制作を通 じて,本 に登
場するた くさんの東山のスポッ トと,そ こに関わる人たち との新たなつなが りが生 まれました。その本がなけ
れば きっと結び付 くことのなかった縁であることを考 えると,本 の持つ可能1生というか,も うひとつの魅力
を発見できたように思います。本が好きな人はもちろんのこと,そ れほどでも ・・という人 も,ぜ ひチームに
参加 して,新 しい本の魅力を体感してもらえるとうれ しいです。(東 山区まちづ くりアドバイザー)
図書館から始める街歩き実行委員会 「図書館から始める文学まち歩き　第一一回　内田康夫 『壺霊』」2013,p.7-8.
Appendix　 2
2012年 度 「図書館から始める文学まち歩き」宣伝チラシ
表 畏
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